
令和７年度 第１回

未来ユニティープロジェクト（大野市男女共同参画推進委員会）議事要旨

日 時：令和７年１０月２１日（火）午後７時から午後８時４０分

場 所：大野市役所 大会議室

出席者：大野市男女共同参画推進委員 ８名（欠席者３名）

総務課（課長、課長補佐、課員） ３名

１ 開会

２ 委嘱状交付

令和９年３月３１日までを任期として委嘱状を交付

３ 委員の紹介

出席委員より自己紹介

４ 委員長・副委員長の選出

委員長：齊藤博子氏（大野男女参画ネットワーク会長）

副委員長：長谷川美香氏（福井大学医学部教授）

５ 委員長あいさつ（齊藤委員長）

本日は日本で初めて女性の総理大臣が誕生した記念すべき日。委員の皆さんから忌憚

のない意見をいただきながら進めていきたい。

６ 議題（別紙参照）

７ その他

資料７でお示ししたスケジュールに沿って、今後の活動を進めていく予定です。ただ

し、委員の皆さまに何度も集まっていただくのは難しい面もあるため、メールなどのオ

ンライン手段を活用しながら、随時ご意見をいただければと考えている。ご協力をお願

いしたい。

８ 閉会あいさつ（長谷川副委員長）

今後のプラン見直しにあたり、「ジェンダーギャップの緩和」や「女性活躍法の重点項

目」が検討材料となる。これまでの実績を踏まえ、アクションプランの検討を進めてい

きたい。より良いプランに向けて、委員の皆さんと協力しながら進めたい。



別紙

【意見等要旨】（・→委員の意見）

-----------------------------------------------------------------------------

議題（１）委員会の愛称について …資料１ 裏面にて説明

· 「ユニティー」は「ユニット」と似た言葉で、団結の意味が込められており、ふさわ

しい愛称だと思う。

· 「未来ユニティープロジェクト」は委員会の愛称であり、他の男女共同参画事業に置

き換えるものではないか？

→（事務局）「男女共同参画」は法律に明記された言葉であり、正式名称としては残す必要が

ある。今回は委員会の活動に親しみを持ってもらうための愛称として提案した。

· 名称変更は市民の関心を引くきっかけになるかもしれない。市民の反応も聞いてほし

い。

· 明るい印象を受けた。ぜひこの名称で進めてほしい。

→ 愛称を「未来ユニティープロジェクト」として決定

-----------------------------------------------------------------------------

議題（２）大野市男女共同参画推進委員会の役割について …資料１ 表面にて説明

○意見なし

-----------------------------------------------------------------------------

議題（３）大野市男女共同参画プラン進捗状況（令和６年度実績）の概要について

…資料２～５で説明

· 資料２の「男女平等に関心のある人」の割合が、令和２年度と比べて女性は 12.1％→

86.1％に増加。男女共同参画が前進していることがわかり、指標としていい印象を受

けた。

→（事務局）社会全体でジェンダー平等への関心が高まっていることも影響している。

· 資料５の施策は多岐にわたるが、アンケート結果では依然として男女間での思いが乖

離しており、女性が家事を多く担っていると受け取れる。回答者層は？

→（事務局）広報誌と LINE で WEB アンケートを実施。回答者は 50 代女性が多かった。アン

ケートは回答年代で分けることが可能であるが、まだそこまで分析できてないの

で今後確認したい。

· 男性は家事をしているつもりでも、女性から見るとまだまだ負担が偏っている。理由

が分かるようなアンケートが望ましい。

· 市職員の男性育休取得率が高いが、背景や取り組みは？



→（事務局）令和６年度は 75％（12 人中 9人が取得）。内訳は、12 人の男性対象のうち、９

人が育児休業制度を利用したものである。取得した時間や日数にバラつきがある

ものの、取得率は向上している。取得しやすい市役所全体の雰囲気や上司の声掛

けが影響しているものと思われる。実際、若手職員も取得に前向きと聞いている。

· こども園に携わっているが、最近は両親ともに育児休暇を取得する家庭が増えており、

以前と比べて育休のあり方が大きく変化している。２～３カ月の育休を取るお父さん

もいて、男性の育休取得が一般的になってきたと感じる。アンケート結果では家事に

対する男女の意識差がまだあるようだが、男性が家事に関わる機会は確実に増えてい

る。市役所だけでなく、若い子育て世帯を中心に社会全体の意識も変わってきている

印象がある。

· 資料５には多くの施策が網羅されており、市の努力が感じられる一方で、情報が多岐

にわたっていて、どの施策がどの課題に対応しているのかが分かりづらい印象を受け

た。例えば、育児休業の取得状況についても、年代別の傾向や背景が示されていれば、

より具体的な意見が出しやすかったと思う。平均値だけでは実態が見えにくく、意見

が述べにくい。資料を組み合わせて、課題と対応策が一目で分かるような構成になる

と、委員としても建設的な議論がしやすくなると感じた。

· 事務局がこれだけの資料をまとめたのは大変だったと思う。ただ、議題６と７を組み

合わせて扱えば、何が未達で、どこを見直すべきかの方向性がより明確になったので

はないか。資料２では達成できた目標もあれば、未達成のものもある。資料５の詳細

なデータからは、特に課題が残っている部分が見えてくる。そうした情報を関連づけ

て提示すれば、次に何を重点的に取り組むべきかが整理され、委員としても意見を出

しやすくなると思う。今回の資料はそれぞれが独立していて、頭の中でつなげる作業

が必要だった。資料７でそれらが整理されるのであれば、そこで意見交換できるのか

もしれないが。

· 資料３の女性委員登用率は目標 30％に対して、現状は 22.3％。審議会ごとに見ると

登用率が高いところもある一方で、ゼロのところもある。ゼロでも構わないのか、そ

れとも最低限ゼロはなくすべきなのか、今後の進め方や方針について整理が必要だと

感じた。自分自身も聞きながら迷いがあったため、方向性が明確になれば、より多く

の意見が出しやすくなると思う。

→（委員長）一通り意見を頂戴したため次の議題を進めることとする。

-----------------------------------------------------------------------------

議題（４）令和７年度女性活躍推進セミナー等の計画について …資料６で説明

· 資料にあった子育て講座の講師「おっとふぁーざー」の舘氏は、県庁で育休を取得し

た職員のアドバイザーを務めている。研修会では、育休は最低１カ月、可能なら３カ



月は取得してほしいと話している。３カ月以上の育休は給与が下がるため、多くの人

は１～３カ月で取得している。奥越健康福祉センターでも 11 月から１人が育休を取

得予定。

· 育児休暇はどれくらい取るのが適切なのか。先ほどの話では１～３カ月が多いようだ

が、１年程度の取得も可能なのか。育休の目安があれば知りたい。

→（事務局）明確な目安はないが、市の制度では子が３歳になるまで取得可能。以前は短期

間の取得が多かったが、最近は長期取得する職員も増えている。家庭の状況に応

じて、一人が長く取得したり、両親が交互に取得したりするなど、柔軟に活用し

てほしいと考えている。

→（委員長）セミナーは、できるだけ多くの人が参加しやすい日程で開催してほしい。昨年

は休日開催だったと記憶しているので、その点も検討材料にして進めてほしい。

-----------------------------------------------------------------------------

議題（５）第３次大野市男女共同参画推進プランの見直しの方向性について

…資料７で説明

○意見なし

-----------------------------------------------------------------------------

議題（６）その他（全体を通じて）

· 子どもが小さかった頃、離乳食講座に参加したことがある。初めての育児では、量や

固さなどが分からず不安だった。今は育休を取る父親も増えているので、こうした講

座にパパを呼ぶのも良い取り組みだと思う。

· 奥越健康福祉センターでは、５月から女性相談支援員を採用している。火曜・金曜は

９時～１６時、水曜は９時～１１時３０分の週３日で相談を受け付けている。困って

いる人がいれば、ぜひ紹介してほしい。

→（事務局）本日の議題では多くの意見をいただいた。特に資料の見せ方や構成について、

より議論しやすい形に工夫する必要があると感じている。男女共同参画プランに

は多くの施策が含まれているため、今後は２年間の短期計画として施策を絞り込

んだアクションプランを検討する予定。その中で年代別の分析も重要になる。今

後は可能な限り情報を整理して示し、引き続き意見をいただきながら進めていき

たい。

-----------------------------------------------------------------------------


